
遊びでつなぐ地域づくり

NPO法人越谷にプレーパークをつくる会

代表理事 渕野彩子



冒険遊び場の定義

冒険遊び場は、すべての子どもが自由に遊ぶことを保障する場所
であり、子どもは遊ぶことで自ら育つという認識のもと、子どもと地
域と共につくり続けていく、屋外の遊び場である。

2021年3月
特定非営利活動法人日本冒険遊び場づくり協会



・常設プレーパーク 2か所

・定期開催

・不定期開催

・行政の事業として開催
・市民の活動として開催
・施設の事業として開催
など、様々



団体紹介
子どもたちがのびのび思い切り遊べる「冒険遊び場（プレーパーク）」を越谷市にもつくりたいと
願う市民が集まり、2002年に団体発足。2013年にはNPO法人格を取得し活動しています。

理事7名 会員数35名

現在の主な活動内容

① 越谷市放課後子ども教室「プレーパーク」教室を東越谷第7公園で実施

② 越谷市青少年課と協働で大袋原っぱ公園でプレーパークを運営（越谷市プレーパーク事業）

③ 遊びで地域をつなげる移動型の遊び場づくり「おちかくプレーパーク」

④ 越谷市のまちづくりに寄与するため「講演会」を開催



①
越谷市放課後子ども教室
（東越谷プレーパーク）

東越谷第7公園

毎月第3土曜日に開催

市内の小学生の登録制の遊び場では
あるが、公園にふらっと訪れた人も含
めて遊び場づくりを行っている。

社会人のボランティア4名と理事や会員
で、子どもたちの安全を見守り、子ども
たちのやりたい遊びができるように工
夫しながら開催している。



②
越谷市プレーパーク事業

越谷総合公園

主に第1土日に開催。

普通の公園では禁止されているボール
遊びや木登り、水遊び、たき火を使った
遊びなどを越谷市と協働で工夫しなが
ら運営している。

遊び場の安全で過ごしやすい環境を整
え、子どもたちの相談にのることのでき
る専門家としてプレイワーカーが参加し
ている。彼らがいることで幼少期から青
年期、さらには大人が遊びを通してつ
ながる場をつくっている。



「さんま」の減少

遊びに必要な三つの間

「時間」 「仲間」 「空間」が新型コロ
ナウイルスの感染拡大でさらに減少
傾向。

外遊び時間は1日平均35.4分と1年前
（61.1分）より25分以上短縮、4割も短
くなっている。

もっとも多い理由はコロナ禍で外出で
きないため。

さらに一日のスケジュールが過密化し
ている。

2020年6月25日（木）～6月28日（日）調査
「新型コロナウイルスによって変化した子どもの生活実態」に関する調査（近視予防フォーラム）
小中学生の子どもを持つ20代〜50代の保護者1,000人（父親・母親各500人ずつ）を対象



参考資料(日本の遊び環境について)
資料提供：寺田光成氏

放課後に外遊びする子

絶滅危惧種
放課後に外遊びする子

絶滅危惧種

平日の放課後に、外遊びの日数が激減。コロナ前

の最新調査では都市部では平日の放課後外遊び0

日の子どもが都市８割、農村部では6割。「外遊

びでもゲーム」など、外遊び自体の再考の時期へ。

特長

ボール遊びの禁止等

東京・大都市に多い
ボール遊びの禁止等

東京・大都市に多い

放課後や休日に子どもが外で遊ぶことは、当たり前ではなくなってきている。

都市部・農村部共通都市部 農村部

豊かな自然はあれど

気軽に遊べない
豊かな自然はあれど

気軽に遊べない

統廃合の影響により、スクールバスや親の

送迎で遊んでいる子どもの4割の子どもが、

放課後にい遊ぶ友達は「だれもいない。」

遊びに行く手段も親の送迎が半数以上にの

ぼる。

子どもに人気な遊びであるボール遊びは、東

京では全公園で一律で禁止（規制）されてい

る自治体の割合が多い。また都市規模が大き

いほど禁止している自治体の割合が高くなる。

寺田光成, 木下勇, 地方自治体による街区公園のボール遊びの規制実態
に関する研究, ランドスケープ研究(オンライン論文集), 2020, 13 巻, p. 
52-58

寺田光成, エルミロヴァマリア, 木下勇, 三世代変遷からみた
人口減少下における農村の子どもの屋外遊び実態に関する研
究, 日本建築学会計画系論文集, 2020, 85 巻, 768 号, p. 307-316

日本学術会議子どもの成育環境分科会「我が国の子どもの成育環境の
改善にむけて－成育空間の課題と提言2020－」p.25（2020.9.25）

図2:都市部の平日の子どもの外遊びの日数図１:都市規模別にみた都市公園におけるボール遊びの規制





③
おちかくプレーパーク
（遊びで地域をつなげる事業）

いつもの活動場所を飛び出し、越谷市
内の様々な屋外空間で実施

スーツケース型の遊びキット「コロコロ
君」を活用し、子育て世代を中心に遊
びを通してコミュニケーションが育める
場をつくっている。

★2022年の実施場所

・湖畔の森公園 ・レイクタウン大芝生
広場 ・新町・本町ふれあいひろば 等

将来的には車両をつかった事業

（プレイカー事業）に発展させたい！



いつでも、どこでも

あそび場に変身
いつでも、どこでも

あそび場に変身

参加者の声

「道路で遊ぶの何だかワクワクする」

「息子がこんなにも長く遊んだのは初

めて！廃材や素材だけでもこんなに

遊べるんだって知った」

「畳やじゅうたんで親子でゴロゴロす

るのが好き。毎回自分の家の前に

やってくるので、自分たちのペース

で遊んでます」

移動できることで、道や駐車場、空地や広場、

公開空地や廃校、駅前広場や仮設住宅周辺など、

どこでもあそび場に大変身する。その場の要素

×搭載したモノ×人…でムゲンのあそびが創出。

それぞれの日常の延長にあそび場が出現し、ま

ち中に子どもの居場所が育まれる。

地域内の多様な
コミュニティ育成
地域内の多様な
コミュニティ育成

通りかかった老若男女が自然に

交流し、顔の見える関係ができ

る。また、活動プロセスで多世

代・多分野が参画し、子どもを

中心した新たなコミュニティが

紡がれる。孤立の子育て解消や

新旧住民交流などにつながる。

地域を超えた
資源共有＆課題解決

地域を超えた
資源共有＆課題解決

移動できることで、点から線、面へと活動が広が

り、地域を超えたつながりができ、人的・物的・

文化的など様々な資源の共有ができる。そして、

自治会や商店街、企業や行政、学校やNPOなどの

多様な協働により、現代の社会課題を解決する

きっかけの活動になる。

参加者の声

「この活動で世代違う友達がたくさんできた」

「知らないおじいさんから昔あそびをたくさん

教わった。それが一番楽しかった」

「毎月１回、これを楽しみに暮らしています。

赤ちゃんから高齢者まで遊べる場所はないの

でうれしい」

参加者の声

「防災や福祉の視点でも協働できたこと

が

よかった。他の地域にも広げたい」

「将来は、まちづくりに関する仕事

につきたいと思った！このまちで何か

面白いことをしてみたい」

「大人の社会的な壁を超える力があっ

た」

特長① 特長② 特長③

①常設のあそび場に向けての月1回などの定期活動

②自主保育やフリースクール、児童館などの居場所づくり

③地域イベントによる多世代コミュニティ育成

④企業や行政との協働イベントによる社会的発信

⑤被災地における仮設のあそび場づくり など

移動式あそび場について

移動式
あそび場の
場面＆効果



スーツケースに遊

び道具を詰め込ん

でチャレンジ

GCFにチャレンジ

プレイカーづくりに
チャレンジ中

◆初期投資
・車両購入の費用
・車両をペイントする費用
・遊び道具やキット制作の費用

◆ランニングコスト
・燃料費 ・保険代 ・駐車場代
・人件費
・消耗品費 ・広報費

越谷市でも
プレイカーをつくりたい！



遊びあふれるまちへ
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